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４
０
０
年
続
く
家
系
。
酒
造
り

を
は
じ
め
た
江
戸
期
・
文
久
３
年

（
１
８
６
３
）
か
ら
数
え
て
も
１
５
０

年
余
の
歴
史
を
持
つ
。
石
川
酒
造
は
も

は
や
旧
家
と
い
う
よ
り
も
福
生
の
名

家
。
そ
の
分
、
地
域
に
対
し
て
の
責
任

も
求
め
ら
れ
る
と
、
18
代
目
当
主
の
石

川
彌
八
郎
（
太
郎
）
氏
は
い
う
。

　
「
先
代
も
家
業
と
政
治
の
両
面
で
地

域
に
関
わ
っ
て
き
た
。
私
が
小
学
生
の

こ
ろ
に
は
清
酒
『
多
満
自
慢
』
の
営
業

に
走
り
回
っ
て
い
た
姿
を
覚
え
て
い

る
。
や
が
て
福
生
市
長
を
３
期
12
年
務

め
た
。
こ
れ
も
地
元
と
の
共
存
共
栄
を

願
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
」

　

太
郎
氏
が
先
代
と
呼
ぶ
17
代
目
彌
八

郎
（
慶
一
郎
）
氏
は
、
１
９
３
４
年
生

ま
れ
。慶
応
義
塾
大
学
を
卒
業
す
る
と
、

当
時
の
石
川
酒
造
所
に
入
る
。
社
長
に

就
任
し
た
直
後
の
80
年
代
に
は
地
酒
ブ

ー
ム
が
起
こ
り
、
地
元
密
着
型
の
経
営

に
は
追
い
風
に
な
っ
た
。

酒
蔵
は
地
域
と
自
ら
の
誇
り

　
「
バ
ブ
ル
景
気
の
時
代
、

父
も
活
力
の
あ
る
老
舗
経
営

を
展
開
し
た
。
酒
蔵
を
大
規

模
改
修
し
、
多
角
化
経
営
を

め
ざ
し
て
鉄
板
懐
石
や
フ
ラ

ン
ス
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
運
営

に
乗
り
出
す
。
確
か
に
最
初
は
儲
か
っ

た
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
と
も
に
お
荷

物
に
な
っ
て
い
く
」

　

大
学
を
出
た
太
郎
氏
が
酒
蔵
に
戻
っ

た
の
が
90
年
。
バ
ブ
ル
が
弾
け
る
１
年

前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
２
年
前
、
父

親
は
福
生
市
長
に
な
っ
て
い
た
。
１
期

目
、
公
の
仕
事
を
な
い
が
し
ろ
に
は
で

き
な
い
。
太
郎
氏
に
し
て
み
れ
ば
、
長

男
ゆ
え
に
ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の
後
始
末
を

強
い
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
「
迷
い
を
払

拭
し
て
く
れ
た

の
は
、
父
の
代

に
編
纂
さ
れ

た
『
石
川
酒
造

文
書
』
に
残
さ

れ
た
慶
一
郎
の

日
記
。
平
成
も

数
年
過
ぎ
る
と

出
荷
量
が
落
ち

『
多
満
自
慢
の
危
機
で
あ
る
』
と
い
っ

た
記
述
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

父
の
苦
労
に
触
れ
、
が
ん
ば
る
し
か
な

い
と
…
…
」

　

そ
ん
な
思
い
が
凝
縮
し
た
の
が
、
慶

一
郎
氏
か
ら
事
業
承
継
し
た
際
に
決
め

た
「
石
川
酒
造
は
、
地
域
の
誇
り
で
あ

り
、
自
ら
の
誇
り
で
あ
る
」
と
い
う
経

営
理
念
。
太
郎
氏
は
こ
の
志
を
胸
に
、

歴
代
当
主
の
背
中
を
見
つ
め
な
が
ら
歩

い
て
い
る
。　
　
　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■ 6■

石川酒造　石川彌八郎氏

　

７
月
の
都
議
選
は
事
前
に
苦
戦
が
伝
え
ら
れ
た
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
が
議
席
は
減
ら
し
た
も
の
の
大
勝
利
だ
っ
た
。
一
方
、
自
民
は
第
１

党
に
返
り
咲
き
、
公
明
は
全
員
当
選
を
果
た
し
た
。
だ
が
、
自
公
は
内

容
的
に
は
惨
敗
だ
っ
た
。
圧
倒
的
な
組
織
力
を
持
ち
、
低
投
票
率
と
い

う
好
条
件
の
中
で
圧
勝
で
き
な
か
っ
た
。
野
党
共
闘
で
候
補
を
調
整
し

た
立
憲
民
主
、
共
産
は
議
席
を
増
や
し
た
も
の
の
効
果
は
限
定
的
だ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
岡
村
信
良
）

　

都
議
選
は
国
政
を
占
う

と
言
わ
れ
て
き
た
。
都
議

選
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
有

権
者
の
思
い
は
「
自
公
政

権
へ
の
失
望
」、「
野
党
連

合
政
権
へ
の
不
安
」、「
新

た
な
保
守
勢
力
が
結
集
す

れ
ば
望
み
を
託
す
」
と
い

う
と
こ
ろ
か
。
国
政
に
都

都議選

総
選
挙  
都
フ
ァ
投
票
者
ら
の
動
き
に
注
目

都
フ
ァ
勝
利
は
新
た
な
選
択
肢
へ
の
期
待

フ
ァ
的
な
勢
力
が
あ
れ

ば
、
今
秋
の
総
選
挙
は
政

権
が
変
わ
る
。
た
だ
、
今

は
そ
の
勢
力
が
な
い
。

　

都
フ
ァ
の
善
戦
は
東
京

25
区
管
内
の
西
多
摩
（
定

数
２
）、青
梅
市
（
同
１
）、

昭
島
市
（
同
１
）
の
３
選

挙
区
で
も
顕
著
だ
っ
た
。

青
梅
市
、
昭
島
市
で
自
民

候
補
を
破
り
、
西
多
摩
で

も
前
回
に
次
い
で
１
人
に

絞
っ
た
自
民
候
補
の
得
票

を
上
回
り
ト
ッ
プ
当
選
を

果
た
し
た
。

　

都
フ
ァ
の
３
現
職
は
い

ず
れ
も
地
元
で
存
在
感
を

示
し
、
こ
の
４
年
間
日
常

活
動
な
ど
を
通
じ
し
っ
か

り
保
守
層
に
食
い
込
ん
で

き
た
。
併
せ
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
後
手
を
踏
み
、
支
持
を

失
っ
た
自
民
党
の
受
け
皿

に
な
っ
た
こ
と
が
３
議
席

を
守
る
結
果
に
な
っ
た
。

　

中
で
も
青
梅
市
選
挙
区

の
森
村
隆
行
都
議
は
自
民

新
人
の
山
﨑
勝
氏
と
一
騎

打
ち
と
な
っ
た
が
、
圧
勝

し
た
。
都
知
事
を
招
い
た

都
政
報
告
会
、
自
治
会
や

各
種
団
体
と
つ
な
が
る
日

常
活
動
を
小
ま
め
に
こ
な

し
て
き
た
こ
と
に
加
え
、

政
治
団
体
の
青
梅
の
未
来

を
つ
く
る
会
（
宮
崎
精
一

代
表
）
か
ら
の
支
持
は
大

き
な
力
と
な
っ
た
。
同
会

の
会
員
ら
が
中
心
と
な
り

組
織
的
な
選
対
を
立
ち
上

げ
、
街
宣
活
動
に
も
力
が

入
っ
た
。
さ
ら
に
野
党
共

闘
候
補
の
擁
立
が
見
送
ら

れ
、
飛
騨
紀
子
青
梅
市
議
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な
ど
の
支
援
も
追
風
に
な

っ
た
。

　

今
回
の
都
議
選
を
見
る

限
り
、
都
フ
ァ
候
補
を
当

選
に
導
い
た
勢
力
は
自
公

に
相
対
す
る
塊
に
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。
塊

が
で
き
れ
ば
、
大
臣
を
経

験
し
て
７
度
目
の
選
挙
に

臨
む
自
民
の
井
上
信
治
衆

院
議
員
に
と
っ
て
初
陣
以

来
、
最
も
厳
し
い
選
挙
に

な
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
都
議
選

で
都
フ
ァ
候
補
を
支
援
し

た
大
勢
待
利
明
、
片
谷
洋

夫
の
両
青
梅
市
議
と
馳
平

耕
三
羽
村
市
議
が
「
西
多

摩
・
昭
島
無
所
属
の
会
」

の
立
ち
上
げ
を
目
指
す
こ

と
に
な
っ
た
。
青
梅
市
、

西
多
摩
、
昭
島
市
で
都
フ

ァ
が
自
民
党
に
代
わ
る
新

た
な
保
守
の
選
択
肢
を
示

し
て
全
員
当
選
し
た
よ
う

に
、「
総
選
挙
で
無
所
属

系
議
員
の
連
携
を
深
め
、

新
た
な
選
択
肢
を
示
し
た

い
。
東
京
25
区
を
良
く
す

る
流
れ
を
つ
く
る
行
動
を

取
る
」
と
い
う
。

　

井
上
陣
営
に
と
っ
て
、

自
身
の
秘
書
を
務
め
た
候

補
の
都
議
選
惨
敗
、
日
の

出
町
長
選
で
は
自
民
推
薦

候
補
の
敗
戦
、
羽
村
市
長

選
と
瑞
穂
町
長
選
の
保
守

分
裂
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

厳
し
い
環
境
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
も
対
立
候
補
は

元
都
議
で
、
野
党
共
闘
で

臨
む
立
憲
民
主
新
人
の
島

田
幸
成
氏
。
島
田
氏
は
自

民
支
持
層
に
も
知
名
度
が

高
く
、
春
夏
の
高
校
野
球

で
全
国
に
名
を
轟
か
せ
た

東
海
大
菅
生
高
校
の
理
事

長
の
顔
を
持
つ
。

　

自
民
党
総
裁
が
代
わ
っ

て
も
、
政
治
の
信
頼
を
裏

切
り
続
け
て
き
た
自
公
へ

の
逆
風
は
お
そ
ら
く
ピ
タ

リ
と
は
止
ま
な
い
。
一
方

で
野
党
共
闘
に
政
権
を
託

す
安
心
感
は
希
薄
だ
。
最

も
不
幸
な
こ
と
は
そ
ん
な

選
択
肢
に
有
権
者
が
無
関

心
に
な
る
こ
と
だ
。

　
「
コ
ロ
ナ
対
策
が
お
か

し
い
」「
金
権
選
挙
は
許

さ
な
い
」「
緊
急
事
態
宣

言
下
に
銀
座
に
行
く
議
員

は
け
し
か
ら
ん
」
と
思
え

ば
、
政
権
を
変
え
る
投
票

を
す
れ
ば
い
い
。「
民
主

党
政
権
の
よ
う
な
事
態
は

こ
り
ご
り
だ
」
と
思
え
ば

引
き
続
き
自
公
政
権
を
支

持
す
れ
ば
い
い
。

　

目
の
前
に
あ
る
選
択
肢

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
い
と

思
う
方
を
選
ぶ
。
一
票
を

行
使
す
る
こ
と
の
重
み
、

総
選
挙
は
有
権
者
も
問
わ

れ
て
い
る
。

秋川駅

五日市街道

●あきる野とうきゅう

■←
ココ
●西武信金

秋川駅徒歩1分

初診料 3,000円
治療費 3,500円

（学生2,500円）

あきる野市秋川1-1-13共和ビル3階

０４２（５５０）５５９１　完全予約診療（当日予約も可） 土日も診療

秋川駅北口

坐骨神経痛＝お尻から足にかけて痛み、
シビレで歩くことが困難な方笹

原
プ
ロ
は

「
私
が
元
気
に
大
会
に
出
場
で
き

る
の
は
痛
め
た
腰
・
肩
の
治
療
を

受
け
、体
の
ケ
ア
を
し
て
い
る

か
ら
で
す
」

どこにいっても直らなかった方へ(3密対策を徹底)

この広告で来院した方は

初診料無料
坐骨神経痛、ヘルニア（腰、頚椎）、脊
椎管狭さく、五十肩、ひざ関節症、肩
こり、エルボ（テニス・ゴルフ）、湿疹、
スポーツ障害など

41年の実績
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